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GEヘルスケア・ジャパン 

ハイブリッド手術室内を自在に動く高性能治療支援装置「Discovery IGS 730」  

国内 1号機が奈良県の高井病院にて稼働開始 

患者さんに優しい高度な低侵襲インターベンションを清潔な環境できめ細かに支援 

 

医療課題の解決に取り組むヘルスケアカンパニー、GE ヘルスケア・ジャパン株式会社（本社：東京都日野市、社

長：川上潤）は、このたび、社会医療法人高清会高井病院（奈良県天理市： 理事長 高井重郎）に国内第 1 号

機となる「Discovery IGS 730（ディスカバリー・アイジ―エス 730）」を納入しました。高井病院本館のオープンに

伴い、8月後半から本格稼働が開始される予定です。 

Discovery IGS 730 は、今までにない、全く新しい動きを装備した血管撮影装置です。現在ハイブリッド手術室

に主に設置されている天吊り式のアンギオ装置は、設置時に大掛かりな工事が必要で、天井工事などでコスト

がかさむだけでなく、天井走行の際に著しく清潔度を劣化させるなどの課題が残されていました。また床置き式

装置は、手術室内で高い柔軟性を持って設置するのが困難な場合もありました。加えて、欧州ではハイブリッド

手術室での手技は IVRが 6割を占めますが、日本では稼働率をあげるべく一般外科手技も考慮した装備となっ

ており、多額の投資を費やしたハイブリッド手術室が有効活用されていないという経営課題も浮き彫りになってい

ます。 

Discovery IGS 730は、先進のレーザーガイド技術をもとに自動で任意の位置に自走可能な、高性能アンギオ

装置。従来の床置き式と天吊り式のアンギオ装置の利点を統合し、高度化する低侵襲のインターベンション（IVR）

と低侵襲外科治療の両手技を可能にした、ハイブリッド手術室での使用に最適化された装置です。 

ハイブリッド手術室では、麻酔器や超音波診断装置をはじめ様々な装置が室内に入れられ、関わるスタッフも

多くなるため、室内が混雑するケースが多々ありますが、Discovery IGS 730であれば IVRを実施していない時は

装置を部屋の隅に退避させられるため、スペースを有効活用できます。 

また、高齢化の進展や患者の QOL（Quality of life）に対する意識の高まりなどを背景に、X線透視画像を見な

がら血管や腫瘍などを治療する IVR は、外科手術に比べて侵襲の少ない、患者さんに優しい治療法として、近年

加速度的に普及が進んでいます。IVRの治療法の一つとして近年活用されているのが、ステントグラフト内挿術で、

他には、2013年10月より国内における保険償還が得られることになった大動脈弁狭窄症向けの経皮的大動脈

弁植込み術（TAVI：Transcatheter aortic valve implantation）は、胸を開けずにカテーテルを用いて大動脈弁を

留置することができる低侵襲な治療法として、今後加速度的に普及が進んでいくものと予想されます。 

このような高度な IVRには、実際の手技のみならず、事前の治療計画から手技中のガイドやデバイスの位置確

認までの幅広い支援が極めて重要となります。IGS730では、術前の CT撮影による 3D画像をアンギオ装置で３

D撮影をすることなく、透視画像と重ね合わせることができるため（InnovaVision機能）提供が可能となることか

ら、高度化するインターベンションをサポートするとともに、術中の造影剤による 3D 撮影が不要となり、患者・術

者ともに被ばくの低減を図ることもできます。フランス  リール大学病院では、この DiscoveryIGS730 の

InnovaVision 機能を用いて、特に複雑なステントグラフト内挿術にて大幅に被ばく低減に成功しています。（文献

参照） 

 

 このたび国内1号機を納入した高井病院 心臓血管外科の頓田央（とんだ ひさし）心臓血管内治療部長は、

「自走式により、術中の手元を照らす照明やクリーンな空気を送り込むヘパフィルターなどの干渉がなくなり、行

動ラインが自由になります。また、施術の途中で装置をいったん退けても、作業完了後また同じ位置にきちんと
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戻ってくれることはこれまでにない機能です」と述べ、「今後『低侵襲手術』を主眼に置くためには、ハイブリッド手

術室と被ばく低減の機能は必須であり、そのためには、質の高いアンギオ装置を入れることがベストとなっていく

でしょう。最先端の技術を活用して、今後はより高度な枝つきステントや穴あきステントなどにも取り組み、地域

医療に貢献していきたい」と述べています。
＊１

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
薬事情報： 製品名：Discovery IGS730 薬事販売名：多目的Ｘ線撮影システムDiscovery 

 医療機器認証番号：225ACBZX00006000 

＊１：  使用者の感想であり、仕様等を保証するものではありません 
 

■GEヘルスケア・ジャパンについて 

GEヘルスケア・ジャパン株式会社は、世界が直面する困難な課題解決に取り組む GEヘルスケアの中核拠点の 1つとして、1982年

に設立されました。国内に開発、製造から販売、サービス部門までを持ち、日本のお客様のニーズにお応えする、先端的な医療技

術ならびに医療・研究機関向けの各種サービスをお届けしています。CT や MRI、超音波診断装置などの医療用画像診断から、体

内診断薬、細胞解析装置などのライフサイエンス（生命科学）まで幅広い分野にわたる専門性を駆使しながら、GE の世界戦略「ヘ

ルシーマジネーション」で掲げる「医療コストの削減」「医療アクセスの拡大」「医療の質の向上」の実現を目指します。2014 年 4 月 1

日現在の社員数は 2,100名、国内に本社および 54 カ所の事業拠点。 

ホームページアドレスはwww.gehealthcare.co.jp（ライフサイエンス統括本部：www.gelifesciences.co.jp）。 
 

＜お問い合わせ先＞ 

GEヘルスケア・ジャパン（株） コミュニケーション本部 ブランチャード／松井 

Tel: 0120-202-021  

高井病院に納入された Discovery IGS730 

3D CTのフュージョン画像（InnovaVision） 

を映し出すモニター     

外科手術用装置も、簡単に手術寝台に取付可能 
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